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2022年

2/20日
12:30～17:15 （受付開始 12:10）

アイパル香川 3階大会議室
香川県高松市番町1-11-63

教員、教員志望の学生、NGO職員等の教育関係者

30人⇒２０人※教育関係者が優先となります。 無料
裏面の参加申込書にご記入の上、下記までお申し込みください。
郵送、FAX、Eメール、電話のいずれの方法でもお申し込みいた
だけます。
※参加申込書は、アイパル香川・JICA四国のホームページからも
ダウンロードできます。
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◆JR高松駅下車　徒歩15分
◆ことでん瓦町駅下車　徒歩10分

プログラム
参加申込書は
裏面へ

主催　独立行政法人 国際協力機構 四国センター（JICA四国）、公益財団法人 香川県国際交流協会　　後援　香川県教育委員会、高松市教育委員会

お申込み・お問合せ先

〒760-0017　香川県高松市番町1-11-63
アイパル香川内　国際理解教育セミナー　担当宛

087-837-5908 087-837-5903
seminar@i-pal.or.jp
アイパル香川 http://www.i-pal.or.jp/leader/
JICA四国 http://www.jica.go.jp/shikoku/HP

2021年度国際理解教育セミナー

このままでは「続かない」社会を「続く」社会にするために、世界が定めた共通目標がSDGｓ。
この目標を達成するためには、SDGｓについて知っているだけではなく、
持続可能な社会のために行動することが不可欠です。
今回のセミナーでは「知り、気づき、行動する」ことにつながる学びの場づくりを目指し、
ESDの考え方とアクティブラーニングについて学びます。

オンライン開催に変更
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2 0 2 1 年 度 国 際 理 解 教 育 セ ミ ナ ー 　 参 加 申 込 書

FAX：087-837-5903  ※申込方法については、表面をご覧ください。

※本参加申込書は、アイパル香川・JICA四国のホームページよりダウンロードできます。
〈アイパル香川ホームページ〉  http://www.i-pal.or.jp/leader/　　〈JICA四国ホームページ〉  http://www.jica.go.jp/shikoku/

申込締切：2022年２月16日（水）

氏　名
お住まい
の市町

フリガナ

所属先

TEL FAX

E-mail

☆主催団体からのEメールでのイベント案内 □ 希望する □ 希望しない □ すでに受け取っている

連絡先

【新型コロナウイルス感染症予防対策】
•マスクの着用、手指の消毒、「咳エチケット」など、「新しい生活様式」に基づき行動してください。
•参加前に「接触確認アプリ」をインストールしてください。
•発熱や咳等、風邪症状がみられる等で健康に不安のある方は、参加をお控えください。
•受付時に検温を実施します。発熱等の症状がある方は、ご参加いただけません。
•今後の新型コロナウイルス感染状況によっては、セミナーが中止になる場合があります。その場合は、アイパル香川・JICA四国のホームページにてお知らせします。
※詳しくはアイパル香川のホームページをご覧ください。

【その他の注意事項】
•ご記入いただいた個人情報は、本セミナーに係る事務手続きおよび希望者へのイベント案内以外には使用いたしません。
•当日、新聞やテレビ等の取材が入る場合があります。また、当日撮影した写真をアイパル香川・JICA四国のホームページや機関誌、広報資料等に掲載する場合がありますので、

ご了承ください。掲載に支障のある方は、担当までお知らせください。

12：10〜12：30 受付
12：30〜12：35 あいさつ、連絡
12：35〜16：35 ワークショップ

セッション１： SDGｓを自分事に ―SDGｓの背景と内容理解―
◦社会の現状と課題を確認し、その影響や原因、自分との関わりを探る
◦SDGsの理念や背景を知り、SDGsの内容や特徴についての理解を深める

セッション２： 「SDGｓについての学び」から「SDGｓのための学び」へ
◦SDGsのゴールを題材に、気づきから行動へとつなぐ、流れのあるプログラムを体験する
◦持続可能な社会を築くために、必要なもの、役立つこと、教育にできることを共に考える
※途中、休憩時間を挟みます。

16：45〜17：05 実 践 報 告「�三高みんなの食堂プロジェクト�
～生徒が地域の方とともにつくる学食から目指す未来～」

■発表者：泉谷 俊郎（いずみたに としお）さん（香川県立三本松高等学校 校長）
利用者が少なかった学校食堂の課題を解決し、安心で安くて美味しい食事
を提供できる持続可能な食堂づくりを目指して、生徒が中心となって地域
とともに取り組んでいる食堂プロジェクトについての実践報告です。SDGs
につながるメニュー作りや校内での野菜作りといった活動内容とあわせ、生
徒一人ひとりが活動に主体的に取り組むための工夫や仕組みづくり、これ
までの成果や目指すところなどについて紹介します。また、プロジェクト
に参加している生徒の声や活動動画なども紹介する予定です。

17：05〜17：15 教材紹介、アンケート等
※プログラムの内容・スケジュールが一部変更となる場合がありますので、ご了承ください。

ファシリテーター 伊沢 令子（いざわ れいこ）さん
特定非営利活動法人NIED・国際理解教育センター 代表 ／ 中京大学、愛知学院大学、愛知淑徳大学 非常勤講師 
オルタナティブ・スクールあいち惟の森 代表
1995年より国際理解教育・開発教育の実践推進活動を始め、JICAをはじめ自治体や教育機関などからの依頼を受け、年
100回ほどのワークショップに出向く。「わたし（自分）・あなた（他者）・みんな（社会）に関わるチカラを育み、持続可能な
よりよい未来を築く」という国際理解教育の理念と、「Personal is Political」（＝個人的な問題は政治的・社会的問題と関
係している）という市民性教育のキーワードに共感し今に至る。2018年には市民性教育に取り組む「オルタナティブ・スクー
ルあいち惟の森」を開校し代表に就任。国際理解教育を生き方にすべく、ワークショップ職人修行途上。

昨年のワークショップの様子

泉谷 俊郎さん

廃棄予定のハマチの中骨についた 
身を活用したハンバーグづくり




